A Historical Study of A.S. Neill's Theory and Practice of Education(3) : Life at Summerhill School, Its Results and Some Problems by 堀, 真一郎
大阪市立大学家政学部紀要・第22巻(1974) - 167-
教育史におけるニイルの位置(3)
一一サマーヒル・スクールの教育の成果と若干の問題点一一
堀 真一郎
A Historical Study of A.S. Neill's Theory and Practice of Education 
-3. Life at Summerhill School， Its Results and Some Problems-
SHI附N怜-叩H削IROHOR則I 
1.序
本稿は，ニイル (A.S. NeiJl， 1883-1973)の教育論
よび実践の歴史的位置づけの試みの一部をなすものであ
り，本紀要第18巻および第20巻に収録された論考の続篇
である。前2篇では，第2次世界大戦にいなるまでのニ
イルの所説と実践を，他の教育家のそれらと比較し，彼
の創設したサマーヒル・スクールが， r自然主義的進歩
主義」と筆者が仮に名づけた，より急進的な進歩的学校
の中でも，最も徹底したものである，という結論に達し
た。筆者の究極のねらいは，こうした歴史的意義をもっ
たサマーヒルが，来たるべき時代においても存続しうる
かどうか，存続しうるとすれlえどのような形で存続し
うるのかを検討することにある。しかし，今回は紙数も
限られているので，後続論文の予鱗考察として， 1年間
のイギリス留学中に見たサマーヒルの現在の実際生活を
紹介し，サマーヒル教育の成果と問題点を整理するにと
どめたい。
2. サマーヒル・スクールの環境，子ども，
スタッフ
サマー ヒルは，サッフォー ク1-1'1(Suffolk)のレイスト
ン (Leiston) という人口4900あまりの小さい町にある。
ロンドンから国鉄に乗り，イプスウィチ(lpswich) で
乗り換え，サクスマンダム(Saxmundham)で降りる。
ここから音楽祭で有名なオールドパラ (Aldeburgh)行
きのパスに乗ると15分でレストンに着く。ロンドンから
約2時間半である。
園11まサマーヒルの全景である。正面の入口には，r訪
問はかたくお断わりします」と， ペンキで大書されてい
る。この数年間，訪問客の洪水に悩まされた子どもたち
が，全校集会で，見学は一切認めないと決めてしまった
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ためである。図からも想像できるように，かつては金持
ちの地主の邸宅であった。広さは11エーカー(44，500m') 
である。古い屋敷なので大きな木が多く，何種類もの小
鳥がさえす、っている。建物は新旧あわせて10あまり，そ
の他に，温室，プール，うまや，乗馬練習場，テニスコ
一人農園などがある。(プールは，数年前に子どもと
職員とで作りあげた。)寝室や教室などの内部の設備は，
他の私立学校のそれと比較すると，かなり粗末である。
教材も必ずしも十分とは言えない。
周知のように，サマーヒルは男女共学の寄宿学校であ
る。子どもの教は， 1973年11月現在，寄宿生65人，通学
生9人で，どちらかと言うと年少児が多い。 12才以上の
年長生の中には男子は少ない。国際学校の名にふさわし
く，欧米各国から子どもが来ている。(ドイツから 9人，
アメリカから 8人，イタリアから 6人，ベルギーとフラ
ンスから4人ずつ，日本から 2人，デンマーク，スイス，
スペインから各I人。)彼らは，入学後1， 2年もすると
十分に英語を話すようになる。
サマーヒルは，かつては問題児のための学校であるか
のように忠われていた。たしかに1935年ごろまでは，情
緒降客などの問題をもった子どもも多く， 1〉また，これ
らの不幸な子どもたちのために成果をあげたことは事実
であるが，現在はこの種の子どもはほとんどいない。筆
者の行なった調査では， r問題の子ども」であるからとい
う理由でサマーヒルへ行ったものは， 40名中わずか1名
であった。親たちが自分の息子や娘をサマーヒルへやる
のは，彼らが厄介な子どもだからではなく，ニイルの教
育方針に共鳴するからである。しかし，両親の離婚など，
家庭の事情でサマーヒルへやって来るケースも少なくな
い。
あとで再び取りあげて論ずるが，親は中流階級，イ ン
テリ扇に属するものが多い。
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表一 1 サマーヒルのスタッフ(1973年11月現在)
教師(9人)
マイ ク…-・科学，数学
パ トリ ッタ・…一英語. ドイツ語，フランス語
マギー……生態学，フランス語
ハンフリー……工作
'て ラ …・・美術t陶芸
ジ ェーン…ー・クラス 1
ユ ニ ス・・・ー クラス 2，ピアノ
(寮母もしている。)
ルース 3
1……乗馬
アンディ l
寮母 (5人)
ジャネット，シンシ7，ダフィーン，セーラ，
へレン
校長…...・H ・..…イナ ・ニイル
その他・H ・H ・....・・コック (パート ・タイム)
ピーター(イナの息子，陶芸家)
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11.テニスコート
サマーヒルのスタッフlま表一 1のとおりである。教師
はすべて有資絡者で，いずれも20代。ニイルは，サマー
ヒルの職員としては，外向的なものより内向的なもの，
「男性的な強い性格の人」よりも，「恐怖を感じさせるこ
とのない，道徳家にあらざる入」の方か望ましい，と述
べている。2)兄たところ，たしかに，ぐいぐい子どもを
引っばって行くタイプの駿員はなく，ものしずかな感じ
の人ぱかりである。
寮母は1入あたり平均11人の子どもの，いろいろな面
白書を見ている。
給料l.t，食事と個室つきで，年額 800ポンド (約56万
円)であり，公立学校の教員の給料よりかなり安い。経
験や勧続年数，それに教員と寮母の区81などによる差は
ない。
町議員iま子どもたちから，「マイクム「ジャネ γトJとい
うように.ファースト ・ネームで呼ばれている。
3. サマーヒル・スクールの生活
サマーヒルの子どもたちの一日のスケジュールは， 表
-2のとおりである。就寝時刻jに関する規則は，全校集
会でしばしば変Eをされるので一定していないし，また年
令によっても異なる。土雌，日蹴以外は， 9 u寺-12時，
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1時半-3時半のあいだl主.町へ出てはいけない。
あとでふれるように，授業は出欠自由であるから，授
業のあるときでも，自分のしたいことをしていてよい。
食事j:本館内の食堂でとる。 朝食と夕食には「ごちそ
う」はあまり出ないが，昼食(lunchではなく，dinner
と呼ばれている)は， j量的にも質的にもりっぱで，選択
もでき，調理室の前の黒板に聖書かれたメニュー (2種類
くらい)から.一人一人自分の希望を言って，食堂へ運
ぶ。教師も子どもと同じものを食べる。献立はイナ夫人
が立てる。イナ夫人の話では，食事と健康には特に気を
配っており，食費は人件費以外の経費全体の4分の3を
占めているとい う。
夜は，ソーシャル ・プログラムと呼ばれるいろいろな
催しがあるが，最近lま以前ほどさかんではなく，むしろ，
それぞれ思い思いに時をすごしているように思われる。
特に，ニイルが著書の中でしばしば言及している創作劇
は，このごろは人気がなく，学期末パーティなどのとき
にしか行なわれない。土曜の夜は全校集会が聞かれる。
レッスン(授業)は，原則と してク ラス単位で時間割
に従って行なわれる。クラスはだいたい年令別に編成さ
れているが.興味と能力に応じて，別のクラスに出ても
よい。クラス1とクラス 2ti，それぞれ1人の教師が担
当し，ク ラス 3からクラス 5ti科目情IJで 3人の教師が
2， 3科目ずつ受けもっている。美術と工作は時間割に
組まれていない。陶芸，乗馬，音型憶は別に時間割がある。
クラス 51i，GCE(General Certificate in Education) 
の普通レベル(16才で受験)や CS E (Certificate of 
Secondary Education， 15才で受験)の準備をするもの
が属している。各クラスの子どもの数は，クラス 1-ク
ラス3が約20人，クラス4とクラス 51ま，それぞれ8入
と6人である(通学生を含む。)
語学の授業は， いわゆる文法法や翻訳法にたよらず，
パターン・プラクティスなども取り入れて行なわれてい
る。
生態学li，どぷ川にすむ微生物を顕微鏡で観察させた
り，ウサギやネズミなどの動物を飼育したりして，生物
にしたする興味を育てている。
科学は， 子どもたちの関心と興味をとらえ，それを，
実験や製作を通して，高度な内容へ展開しようとしてい
る。したがって，望遠鏡をのぞいているものもあれば，
模型のモーター や花火を作っているものもある。
数学のl(ペルl主必ずしも高くないカヘ 時間割どおりに
やってくるものの中には， 11才で計算尺を使ったり，13， 
4才で対数を習ったりしているものがある。
美術と工作は最も人気のある活動で，たいてい10-20
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表-2 サマーヒルの一日の生活
8 : 00..・H ・...・H ・..起床
8 : 15・H ・H ・...・H ・...朝食
9 : 30-10: 50・…ー レッスン
10: 50-11 : 10・…・・ミルク
11 : 10-13: 10・…・・レッスン
13: 15・H ・H ・H ・H ・.…昼食(年少生は12:30) 
16: 00・……......・H ・「お茶」
16: 30-17: 30・・・レ yスン
17: 30…..・H ・.…・・夕食
19: 30・…..・H ・-……最年少生就寝
24: 00..・H ・..・H ・..最年長生消灯
人の子どもが，思い思いに制作している。時間割には組
まれていない。レッスンの時間内であれば担当の教師が
部屋におり，だれでも出入りできる。教師は道具類の使
用の許可を したり，適当lこヒントやアドバイスを与えた
り質問に答えたりするだけで，特別な指示はしない。道
具や材料は十分そろっている。工作は.時間的余裕と道具
と材料とに恵まれているうえに，教師の指導も適切であ
るので，子どもたちはずい分高度な技術を要することも
している。 子どもたちの絵は，全体として，型にはまら
ないのびのびしたものが多い。どちらかと言うと，美術
室には女の子が多<，工作室には男の子が多い。
音型経l主，個人レ ッスンでバイオリンやピアノ を習う。
体育はない(その必要がない。)陶芸も人気のある活動で，
三台のろくろでは足りず，時間割を作って調重量している。
サマーヒルli乗馬学校と しての認定を受けており.かな
りの子どもが週1-2回練習している。
工作，美術などを除いたいわゆるアカデミックな活動
への出席率は.年令と教科によって異なるが，20-50% 
と思われる。
授業の内容と方法の選択は，それぞれの教師に一任さ
れている。(イギリスでは公立学校でも，週1時間程度
の宗教教育と多少の体育の実施が法によって義務づけら
れているだけで，その他のすべての指導内容の決定1校
長の繍限であり， しかも校長は，一人一人の教師に多く
を任せるのが普通である。)
サマーヒルの生活の第1の特色は，何と言っても，授
業への出席がまったく強制きれないことであり，これは，
1921年の学園創立以来ずっと一貫した基本方針である。
ニイルがレッスンへの出欠を子どもの意志にまかせた理
由は，およそ次のようにまとめることができるであろう。
1.学校で教えられる知識が，卒業後の実生活でほとん
ど役に立たないものばかりであること。(ニイ ルは，
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子どもの生活とつながりのない断片的知織の伝遣には，
若いころから疑問を抱いていた。)
2.知織をつめ込む教育が，子どもの感情的側面の健康
な発達を妨げ，人格的に欠陥のある人聞を生み出すこ
と。{精神分析の理鎗を学んで以来，知織のつめ込み
にたいするニイルの批判は，いっそうきびしくなった。)
3.サマーヒルでは， 13， 4才になって急に学習意欲を
もつものが少なくなく，しかも，それまでの遅れを一
気に取り戻して， GCEなどの試験でかなり良い成績
をとることPまた.その気にならなかったものでも.
サマーヒルを出たあと必要に応じて学習し，社会人と
して活題していること。
たしかに，サマーヒルの子どもIi.，現在でもCSEなど
の絞験の成績は悪くないし，またあとでふれるように，
サマーヒルで子ども時代を送ったことが.その後の人生
で障害になったと考えている卒業生はほとんどない。し
かし.サマーヒルの授業については，第5節で再び検討
したい。
サマーヒルのもうひとつの重要な特色は，学園内のさ
まざまな規則などが，子どもとスタ ッフの一人一人が対
等の儲利をもって出席する全校集会で決定される， とい
うことである。この集会は，毎週土陥自の夜6日寺45分か
ら約1時間開かれる。織題は.就寝時刻等の規則，規則
途反者の取扱い，学園内の諸問題の処理，紛失物をきが
してほしいという依頼.行司匹の書十組なと¥広範聞に及ぶ。
規則違反省の取扱いは，まず離かが告訴し，白書産者が
証言し，訴えられたものが弁明し，最終的には議手によ
って 「判決」が決まる。提案される罰則には陰険なもの
はない。 1ペンス半 (約11円)の罰金をとる，早〈ベッ
ドに入らせる，食事のとき列の一番後にならばせる， 1 
目だけ水泳を禁止する，などである。集会の話題になっ
ただけで十分であると して，何ら罰が与えられないこと
も多い。
.-3 サマーヒルの時間富IJ(クラス4)
時限 時 おj 月 火 水
1 9 :30-10: 10 生態学 数 喧t 量生
木
重E
学
2 10:10-10: 50生態学 生態学 地学{隔週)
休 It Jレ ク)
3 11)0-11:印 数 き宇 7ランス絡 絶7#ヲtン隔A週'轟} 
4 1:50-12: 30 英 2吾 生態 学 o 学 天文学
5 12: 30-13: 10 英 S言1長 1吾
量t 食
き宇
ときには， rほんとうの自由とは何か」というような繊
鎗が始まることがある。 1時間の定例集会では扱いきれ
ないので，こういう織合Ii.，別の日に特別集会を聞いて
討議することに決める。最後に次回のt集長を決めて閉会
になる。議長は立候補制で， 3名くらい名乗り出たもの
の中から機長が指名する。
この ミー ティングも出欠は自由であるが，出席率はき
わめてよく，定刻lこはホールはいっぱいになる。年少児
の中には，床に寝そべったり，ヒソヒソ15をしてみんな
から注意されたり，表決のとき何度も議手して繊長から
叱られたりするものもある。しかし.そういう子どもで
も，途中で退治することはめったになく，たいてい最後
まで残っている。 また，ふざけたことを言うものもほと
んどない。 {ふざけたことを言うと野次りたおされてし
まう。)出席率の良さ{筆者の見学したときは，いずれも
約90%)や，熱心な討績のようすから.子どもたちが，
このミーテイングによる自治が，自分たちの生活におい
て大きな意鍍をもつものと考えていることがよく分かる。
なかには.毎週， r_ー が2日前.私の脚をけったり
というようなことばかり持ち出す子もあるが，しかし，
一般に彼らの議論のレペルIi.高い。 9才くらいの子が，
クッキーをほおばりながら.自信をもって給隊を張り，
教師が降参してしまうのは.愉快な光景である。
こうした集会がうまく運営され，その討姶の結果が生
活の中に生かされるためには，大人の役割がきわめて.. 
要である。それは，教師や寮母たちが集会を積極的に引
っばっていくべきだ，という意味ではない。大人たちが.
本当にこの集会の意殺を偲め，軍事震し， しかも大人自身
が真剣に討織に参加することが大切だ，という意味であ
る。サマーヒルのミーティングでは，大人が繊長に指名
されずに発言したり，大声で意見を雷ったり， E員教じみ
た演説をしたり，あるいは， 子どもをパカにしたような
ものの言い方をしたりすることは，ほとんどない。大人
のこうした真剣な態度が，自治をうまく働かせ， 5， 6 
金
生態ス学S量7ラン
数 学
フランスZ吾
英 語
才の子どもをも，その自治の担い手へと育て
ていくための不可欠の条件であると言えよう。
このような自治が行なわれる小規績なコミ
ュニティでは，子どもたちの相互規制も，ハ
ッとするほどきびしい函がある。(もっと も.
憎しみの要素は感じられない。)
6 16: 30-17: 30号ランス芸 英 話スペイン路守r匁語数 学
サマーヒルにIi.，全校集会で決定された規
則とは別に，大人の方で一方的に決めた規則
もある。最近のアメリカのフリー ・スクール
の中には，教師の任免まで集会の綴sにする
ものがあるが，サマーヒルでは.人事や財政.
( 40 ) 
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それに，健康や食事に関することがらは，大人の責任で
ある。まえ，法律で禁止されているごとや，安全確保の
ために必要なことに関して，大人の方で設定した制限も
ある。しかし，これらは最少限におさえられているし，
また，ユーモアを伴っていることが多い。たとえば，石
油ストープのそばには，次のような注意書きが見られる。
このストーブにさわると，いやいや，息をふきかけ
ただけでも，ピーターから，死ぬほどの士ろもえを
受けることになるぞ/
4. サマーヒル・スクールの教育の成果
サマーヒルで子ども時代をすごしたものが，その後，
社会でどのような生き方をしているかは，サマーヒルを
知るものにとって(ニイルの教育論を肯定するものにと
っても，否定するものにとっても)，大きな関心事であろ
フ。
なるほどサマーヒルは一時的に子どもを幸福にするか
も知れない，しかし現実の社会はきびしい，そのような
温釜でのんびりしていると「実社会」で落伍者になる，
というのが.サマーヒルを否定する人々の常套的な非難
である。いっぽう，サマービルを感傷的に賞讃するもの
は，サマーヒルに4年以上いたもので，みじめな生活を
しているものは一人もいない.というニイルのことばを
盲目的に受け入れる。どちらにも客般的な根拠はない。
これまでにサマーヒル出身者の遺跡調査とじて公表さ
れたのは，十数年前にサマーヒル協会の機関紙に発表さ
れたM.パーンスティンのものだけであるP筆者も滞英期
間中，約40名のサマーヒル出身者(サマーヒルには一定
のカリキュラムがないし， 15， 16才になる前に出ていく
ものも多いので，卒業生ということばは不適切)と，父
兄約20名と何らかの接触をもち，質問紙等によって簡単
な調査を試みた。しかし，これらは，いずれも不完全な
調査である。まず，バーンスティンの調査対象 (50名)
も筆者の調査対象も，半世紀をごす学園の歴史を思えば，
ごく限られた数にすぎない。また，パーンスティンがイ
ンタヴューしたのはロンドン在住のものばかりであり，
筆者か被触したのもほとんどイギリス人で，外国からの
生徒は除かれている。さらに，パーンスティンの調室の
対象となった人々の平均サマーヒル滞在期間は，わずか
4.3年である。また，ニイルカf批判しているように，彼
の研究には 「家庭」というファクターが無視されている。
本来，サマーヒルの出身者を，科学的な方法によって，
他のタイプの学校の卒業生と詳細に比較するのは，容易
な仕事ではない。ましてや，彼らにたいするサマーヒル
の影響を客観的に測定することは，ほとんど不可能であ
ろう。
したがって，現在のところは，前記の2つの調査を主
要な手がかりとし，文部省視学官の視察報告書などを参
考にしながら，サマーヒルの教育の成果について考察を
すすめる他はない。
ノfー ンスティンおよび筆者の調査の対象となったサマ
ーヒル出身者の職業は， 表-4と表-5のとおりであ
る。いわゆる末熟練労働に従事しているものが少なく.
プロフェッナョナルといわれる戦についているものが多
いのが包につく。すでに述べたように，サマーヒルでは，
授業への出席l主要求きれない。また，次節で指摘するよ
うに，その授業は必ずしも充実したものとは言えない。
それにもかかわらず，サマーヒル出身者の多くが，知的
専門職と呼ばれるような車産業についているのである。サ
マーヒルへ子どもをやる親にはインテリ層や中流階級に
属するものが多く ， したがって彼らは家庭環境に恵まれ
ている，ということもその一因であると考えてよいであ
ろう。しかし，そうした社会的背景に恵まれていない人
で，サマーヒルお学中に，またはサマーヒルを出たあと，
努力して上級学校へ進んだ例も少なくない。
表-6 ~串， rサマーヒルを出て別の社会に入ったとき，
表-4 サマーヒル出身者の職業 (Bernsteinの調査)
一一 RayHemmingsの再分類による 一一
Professional (1骨 Clerical(1~ ManuaJ (8) Student (3) 
Arts and Crafts (7) Housewife (6) Technical (3) 
表-5 サ7ーヒル出身者の職業(筆者の調査)
男 子 女 子
学 生 (3) 主 t! (5) 
一般会社 (3) 学 生 (4)
J支 師 (3) 芸術家 (4)
大学教授 (2) ぽ刻家，画家，クラシァク)
大学講師 (2) 手.フォーク歌手
弁護 士 (1) 公務員 (2)
医 師(1) 一般会社(1)
その他(1) J主 師(1)
教 師(1)
ソーシャル ・ワーカー (1) 
その他 (2)
表-6 サマーヒルを出たあと，困難を感じたかどうか
少しあったが， 図鍵が長
全くなし すぐなく争った 〈続いた
15， 16才までサマ ヒ
16 9 2 
ルですごしたもの
15， 16才になる前にサ
1 5 3 
マ ヒJレを出たもの
計 17 14 5 一一
( 41 ) 
。 ? ?? ，
児
何かの困難を感じなか」という筆者の質問にたいする回
答である。困難を，まったしあるいは，ほとんど感じ
なかったというものと，困難を感じたというものが，lt 
ぽ半々である。しかし，第2次世界大戦中に学園か宜襲
の心配のないウエールズへ疎開しているあいだだけ在学
し，終戦と同時に普通の学校へ帰ったものや，途中で将
来を心配した殺によって連れ戻された人の中に，サマー
ヒルを畠たあと新しい環境で苦労したというものが多い。
それにたいし， 15， 16才までサマーヒルで暮らしたもの
で.困難が長〈続いたというのは2人しかいない。サマ
ーヒルは「実社会」から孤立した別天地であって，サマ
ーヒルを出たあと困難にぶつかるのではないか，という
予想に反して(その予想には一定の根拠がある)，サマー
ヒル出身者たちは，比較的容易に新しい環境に適応して
いるのである。
このように，サマーヒル出身者たちが，受験準備も含め
て，まったく異なった環境でわりあい容易に適応してい
るのは，彼らの性格特性や人生にたいする態度にもよる
のではないだろうか。表-7は，サマーヒル出身者および
彼らの親の多くによって，彼らに共通の積極的 (positive)
性格特性であると認められたものをまとめたものである。
この質問に答えた39人のうち実に38人が，他人にたいす
る寛容と親切が，サマーヒル出身者lニ顕著に認められる
長所であるとしている。(これは，パーンスティンの調
査結果とも一致する。)その他， r自尊心と独立の行動j，
「ノTー スナリティの調和的発達j，r協調性J，r情緒的安
定」などが上位を占めている。これはサマーヒル出身者
らによる自己評価であって，客観性をもつかどうか確か
ではないし，また，他の学校の卒業生の場合と較べてみ
なければ，積極的な結論も出せない。しかし，おおまか
に言って，サマーヒルの教育が，対人関係や社会性，感
情面の発達，そして自律的態度といった面ですぐれた人
聞を生み出している，と考えてよいのではないかと恩わ
れる。 (rパースナリティの調和的発達」というのも，知
的教育偏重にたいするアンチ・テーゼとして捉えられた
ようである。)換言すれば，サマーヒル出身者は，習得さ
れた知識や技能の量では多少劣るかも知れないが，それ
らを自ら習得するのに必要な意欲等をそなえており，積
極的に生きる態度をもち，また，いわゆる「実社会」の
人間関係で求められる社会性を十分発達させている，と
言ってよいのではないだろうか。英国文部省視学官によ
る視察報告書もこれと伺じ見解をとって，サマーヒルの
子どもたちの印象を次のように記しているP
1.子どもたちは生気と興味にみちている。退屈や無感
動の徴候はまったく見られない。満足と寛容の精神が
童 学
表-7 Positive Personality Traits of Old Pupils 。fSummerhill recognized by th!lmselves and 
by their parρnts 
by old by宝fnts total白骨pupils (31) 
tolerance and/or 30 8 38 kindness 
se If-rensαpιe， ctand/or 26 7 33 independent behavior 
har田onfioDues deve且ltosp- 20 5 25 回 ent01 Dersona 
cooperativeness 17 4 21 
emotional security 16 3 19 
many-sided interest 13 3 16 
se If-control 13 3 16 
log2. n 』calorc lear 11 4 15 thinkinlr 
aethetic taste 11 2 13 
学園にみなぎっている。学園の卒業生たちはみな愛情
にみちていることで知られているが，これこそは当学
園の成功の証拠である。(以下略)
2.子どもらの作法は気持ちがよい。彼らの作法は，伝
統的作法にはかなっていないかも知れない。しかし，
彼らは入なつっこく，気やすし自然であり，また，
内気さや自意識が見られないので，つき合っていて気
をつかうこともなし愉快である。
3.自主性，責任感，誠実さなどが，すべて，この学園
の方式によって養われている。(以下略)
4. (学園の出身者について)，略。
5. (知的教授について)，略。
ニイルは，サマーヒルの成功の基準ti，大学等への入
学率や，よい職業や，金もうけではない，幸福，バラン
スのとれた心，自律性，生きる意欲などである，という
意味のことを繰り返し主張している。筆者はサマーヒル
出身者にたいして，rニイルは， r人生の成功についての
私の基準は，よろこびを抱いて生きるという意味での幸
福である』と言っていますが，あなたは，この意味で幸
福な生活をしておられますか。」と質問してみた。それに
対する回答は次のとおりである。
幸福な生活をしており，しかも，それはサマーヒル
へ行ったおかげである..・H ・..25名 (64.1%)
幸福な生活をしているが，それはサマーヒルへ行っ
たためとは言えない…...・H ・..3名 (7.7%)
幸福とは言えないが，それはサマーヒルへ行ったか
らではない...・H・...・ H ・..……7名 (17.9%)
「わからないJ...・H ・..…...・H ・..4名(10.3%)
今自分が幸福な生活をしていないのは，サマーヒル
へ行ったことに原因がある。..・H ・H ・H ・.0
ノTー ンスティンの調査では，サマーヒル以外の学校へ
( 42 ) 
娼.，教育史におけるニイルの位置(3)
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?
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行った方がよかった，と考えているものが50名中7名あ
るが，これは既にのべたように，彼の調査の対象となっ
たもののサマーヒル在学期間が短いことにもよると思わ
れる。 15，16才まで在学したものの多い筆者の調査では，
サマーヒルを出たあと新しい社会への適応が困難であっ
たというものは多くなく，むしろ大部分が，サマーヒル
で少年期をすごしたことを喜んでいるのである。
このように見てくると，サマーヒルは，知的教授面で
問題があると言われながらも (もっとも，それも，次節
で述べるように，決して貧弱とは言えない)，集団生活の
中で自我を確立し，人生にたいして積極的な態度でのぞ
む人間を育てるという目標の実現に成功しているように
思われるP
フロム (ErichFromm)は，サマーヒルの自由，櫓威
の廃止，自治などの原則の恨底にあるのは何か，と聞い
かけ，次のように書いている。「これらすべてが引き出
されてくる根本原理をさがし求めているうちに，私は，
ニイルの根本的な教えは生を愛すること以外にはない，
という結論に到達した~)j サマーヒルは，創立以来かず
かずの函難に直面しながらも，その変わらぬ教育方針に
よって，フロムのいう「生を愛すること」を子どもたちに
体得させることに，大きな業績をあげてきたと言えよう。
5. サマーヒル ・スクールの問題点
筆者カ喉したサマーヒル出身者の多くは，サマーヒル
を肯定的に見ており，ニイルにたいして感謝と尊敬の念
を抱いているが， しかし同時に，サマーヒルにたいする
不満も表明している。その主なものは， r設備等が貧弱
だj，r授業が十分でないj，r教師がひんぱんに変わるj，
「外の世界から孤立しているj，r弱い者い.じめがあるj，
「個別のガイダンスの不足Jなどである。以下，これらの
不満を参考に， 筆者の見たサマーヒルの実際生活の問題
点、を検討してみたい。(ニイルのt世界観や児童観につい
て，これまで多くの教育学者や心理学者が批判している
が，本稿ではこの種の諸批判の検討は行なわず，主とし
て，サマーヒルの具体的実践に現われた問題点の考察に
とどめる。)
サマーヒルの自然環境はすばらしい。 11エーカーとい
う広い土地には，プール，フ ットボール・フィ ールド，
テニスコート，農園などがある。子どもたちは巨木の上
に小屋をかけたり，地面にト ンネルを掘ったりの冒険も
できる。しかし，建物内部の設備は，かなりみすぼらし
い。最年長児に与えられる個室.食堂，美術室などは，
他の私立学校のそれらと比較して見劣りはしないが，年
少児の寝室，図書室，科学と生態学の教室などは十分と
は言えない。工作室も，一応道具も材料もそろっている
が，ちょっと狭い。陶芸の部屋も小さし 子どもの希望
をきぱききれない。 数学と科学の教師マイクの詣では，
1学期(12週)の教材費は20ポンド(14，000円)以内に
なるようにしていると言う。それでも，けっこうやりた
いことはやれると彼は言っているが，これだけの額では
十分な器具はとうていそろえられず，実験ずきの少年たち
の心をつかむことはできない。小規模の私立学校として
は，やむを得ない面もあろうが，設備などの貧弱さ1，
やはり子どもにとって不利な条件である。
表-81:1:，イギリスの代表的な進歩主義私立学校の母
近の授業料を示したものである。筆者が先行論文で「穏
健な進歩的私立学校」 と呼んだベディルズ，ゴードンス
トーン.キング・アルフレッドなどの学校が，いずれも
数百人の生徒をもち，経営も安定しているのにたいし，
サマーヒル，キルクファニティ ・ハウス.モンクトン ・
ワイルドなどの急進的な学校は，生徒数もわずかで，そ
の上授業料が安い。本稿の続篇で改めて指摘するつもり
であるが，大規模で穏健な進歩的学校は，今日ではすっ
かり革新性を失ない，中には， r進歩的パブリック，ス
クール」と呼んだ方がよいものさえある。それに対して，
サマーヒルなどは，今なお初期の理想に忠実に，家族的
ふんいきをもった小共同体と して存続している。生徒数
が少なく，その上授業料も安いのであるから，設備が貧
弱なのは避けられない。(給料も安い。)
しかし，他の私立学校と比較すれば安いとは言つでも，
l人の子どものために年間50万円の授業料を払える親は
多くはない。したがって，地方教育当局によっで授業料
を負担してもらっているごく限られた数の子どもを別に
すれば，入学者のほとんと'は，いわゆる中流階級やイン
テリ膚の子どもである。労働者階級の子どもがサマーヒ
ルへ来ることは，ほとんどないと言ってよい。しばしば
表-8 進歩主義私立学校の授業料(年間)
一一 ( )内は通学生，単位はポンド(1ポンド
=約700円)，洗たく代，特別教授料などは含まずー
学校名 生徒数 授業料 給料年度
Dartington Hall 300 公立なみ 1973 459-69 
Bedales 530 762-939 公立なみ 1973 (240-570) 
Gordonstoun 420 1280 今考なみ 凶74スα
King Alfred(通学制) 220 ( 400~ 500) 公立なみ 1973 
Summerhill 65* 675-825 年800 1973 
Monkton Wyld 60 765 公立なみ 1974 
Kilguhanity House 45申 420-750 年500 1974 
(*通学生をのぞく)
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サマーヒルI!，現実のt世界から孤立していると批判され
る。それが，サマーヒルI!外の文化から切り能されてい
るという意味なら，その批判は必ずしも正当ではない。
しかし.国民の大多数を占める労働者階級の子どもとは
無縁の存在であるという意味なら，その批判I!，サマー
ヒルも含めてイギリスのこれまでの進歩主義私立学校の
問題点を指鏑するものであり， 正当であると言えよう。
(最近のフリー・スクール運動の推進者たおI!，ニイルか
ら大き な彫響を受けたこと を認めつつも.自分たちは労
働者階級の子どもたちのために無償の教育をしている点
で，サマーヒルよりも一歩前進していると自負している
ように思われる。)
ところで，サマーヒルの子どもはよく変わる。約45名
在絡していた1959年の文部省後学宮の報告書"によると，
2年間に25人がサマーヒルを去り，そのうち11人が1年
以下の短期在学者であったという。今日でも， 1年間に
金生徒の4分の1I!変わっているのではないかと思われ
る。 (前節で指鏑したように，わずかの期間だけサマー
ヒルで暮らしたのでは.十分な成果はあがらない。)
このように，子どもがひんぱんに変わる原因のひとつ
は.彼らの家庭にある。つまり， 両親の厳婚などのため
にサマーヒルに預けられ，そのうちどちらかの叙や祖父
母にひきとられる子どもが少なくないのである。 rイギ
リスの進歩的学校』を・いたスカイデルスキーによれば.
彼がサマーヒルを飴問したときなどは， 60名の生徒のう
ち実に39名が.何らかの“brokenhomよ から来ていた
という20〉また，外交官や商社の社員などが海外に駐在す
る期間.この種の寄宿学校へ子どもを送る喝合もある。
サマーヒルの子どもがよく変わる第2の理由は.高額
の授業科にある。サマーヒルの父兄は，労働者階級の人
身よりは恵まれているかも知れないが，字書福と言えるほ
どではないからである。
第3の理由 (そして， おそら く最大の理由)1;1:，続が
サマーヒルの教育方針に心から共鳴しているとは脅えな
いことである。たとえば，初等教育段階(満11才)まで
はサマーヒルの方式を認めていても，その後l主主として
将来にたいする不安のために，子どもを引害取ってしま
う親も少なくない。そして，意見たちの不安lま.主としてサ
マーヒルの授業のやり方から生 じてきている と思われる。
日本ほどではないにせよ，学歴が重んじられる社会では.
こうした殺たちの不安l主，簡単に消えることはないであ
ろう。じっさい，パーンスティンの調査では， 50名中26
名が，サマーヒルl主授業に十分カを注いでくれなかった，
と不満の怠を表明しているのである。
し今し，サマーヒルの授業は，他の公立等の学綬のそ
重量
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れと比較して，決して貧弱という ことはない。最低限の
科目を教えるのに必要な数の教師もそろっている。1959
年の文部省視学官報告書も公式に認めて次のように曾っ
ている。「知的教育に関しては，それを十分利用して学
習技能の向上をめざそうとするものにとっては.条件l主
十分である。J11) そして，ニイルも自慢しているように，
サマーヒルの生徒たちのGCEやCSEなどの試験の成
績は，かなり良い22}
問題は.そ うした試駿を受けようという意欲のないも
の，また，試験を受けるのがずっと先の年少児にと って，
サマーヒルの授業が十分魅惑的なものであるかどうか，
ということである。筆者の見るところでは，サマーヒル
の授業は.学習そのものおもしろさを子どもに体駿させ
ようという積極的な姿勢で行なわれているとは必ずしも
震えない。かつてサマーヒルの数学教師をつとめたこと
のあるへミングズ (RayHemmings，現在はレスター大
学講師)1;1:，その理由として，教師たちの古い教授法を
あげ，サマーヒルの授業は，ごくわずかの例外はあるも
のの，たいていは伝統的教授法で行なわれていると指鏑
している。とくに彼は，サマーヒルで1;1:，授業に出る出
ないの自由はあっても，いったん授業に出たら，絵師中
心の教室内では，何を学習するかの自由はなかったと賃
う。 13)
筆者の観察によれば，現在の教師たちlまいずれも有能
なものばかりであり，新しい教授法を身につけたものも
少なくないと思われる。しかし，彼らの授業には十分な
針画性や系統性があるとは言えない。たとえば.あると
き2， 3人の少年がやってきて，rねえ.一一. ミルクの
あとの授業は何をするの?Jと尋ねたが.当の教師l主「ウ
ーン」と考え込んでしまい， rもう少しあとで来て くれ，
考えておくからりと言った。少なくとも1週間分くらい
の計画表を作製して，これを掲示しておく等の工夫が必
要であろう。もちろん，それはいく らかの選択可能性と
柔軟性をもったものでなければならない。また.教室内
にとどまらず，屋外での学留を計画することも必要であ
る。いくつもの領域にまたがった針画も効果的であろう。
器具や参考図・ももっと豊富にしなければな らない。ま
た，一人一人の子どもにたいするガイダンスももう少し
積極的に行なった方がよいと思われる。
要するに.サマーヒルにおける授業を，子どもの知的
好奇心を検鍾的に刺較し，それを満たしてやりうるもの，
換言すれば，試駿ではなく ，むしろ学習そのもののおも
しろさを動後づけとした授業へと改良することが必要で
ある。そして，それは困重量ではあっても，決して不可能
ではない。また，授業への自由出席とい うサマーヒルの
堀.i教育史におけるニイルの位置(3) - 175-
根本原則に反するどころか，かえってサマーヒルの子ど
もたちの生活をいっそう豊かにするであろう。
授業がサマーヒルにおいて，特別に新しい姿勢に立っ
て行なわれなかったのは，安月給のために， 有能な教師
を長く引きとめておけなかったことも一因であろう。し
かし同時に，ニイルの教育論における学習の概念にも問
題があると言える。この点について筆者は既に別のとこ
ろで指摘しておいたド}一言で言えli.ニイルにおいては，
「あそひ・」や創造と.r教授=学習」とが対立的にとらえら
れ.r教授=学習」が主として受験準備という意味をもっ
ているために，両者を統一的に考えるという視点が欠け
ているのである。そして，「子ども時代lまあそびの時代
である」というニイルにとって，学習すなわち，情報告日
の習得1;1:無用のものではないにしても. rあそびの後に
くるものJと考えられでいるのである。(くり返し断わってお
くが，サマーヒルl主，教師一人あたりの児童数も少なく，
公立学校の授業よりもでいねいな授業が行なわれてい
る。)
ところで，サマーヒルでは弱い者いじめをする子(た
いてい12. 3才以下)から年少児が守ってもらえない，
という批判がある。たしかに全校集会でもこの問題が取
りあげられることがあるが，それほど大きな問題とはな
っていないように思われる。また，筆者lまイギリスの公
立学校訪問中に何度かケンカを見たが，サマーヒルでは
通算3週間以上の滞在中一度も見かけなかった。いわゆ
る「問題の子ども」の多かったころはともかく，現在の
サマーヒルで弱い者いじめが公立学校より多いというこ
とは，おそらくないと思う。
最後に，サマーヒルU:ニイルの名人芸によるワンマン
・ショーであって，彼カヲEねば存続できないであろう，
という見方について一言ふれておきたい。 この見解によ
れば，サマーヒルのような学校は，ニイルのごとく強い
意志と忍耐力，ユーモア，即興性などをそなえた人で
なければ長〈経営できないというのである。たしかに
イギリスの進歩主緩学校は強い個性をもった個人によっ
て創設されたものが多<.また， これら創立者なきあと
は， しばしば当初の理想を失なって次第に伝統的学校に
近づいていった例も少なくない。しかし，モンクトン・
ワイルド・スクールのように，創立者カヲE亡して10年以
上たち，また創立時代の教師たちがすべてE艶塁してから
久しいにもかかわらず，教師たちの合議告1Iによって(彼
らは校長をもたない). 今なお当初の理想を追求してい
るところもある。サマ ヒールも，名人芸としてではなく，
ひとつの方式として熱意(そして子どもにたいする深い
信頼)をもっと人々によって維持され発展させられ得る
( 45 ) 
ものでおると思われる。
6. 結蹟
以上サマーヒルの実際生活を紹介し.その成果と問題
点について考察してきた。サマーヒルの教育の成果は，
寛容と協調の精神をもち，自律の態度をもって，積極的
に人生を生きようとする態度をもった人聞を育てた之と
にある。(ただし，長期間そこで生活しなければ，十分
な成果はあがらない。)
サマ ヒールの問題点のひとつは，授業がどちらかとい
うと伝統的なタイプのものであり，子どもたちの心を十
分とらえていないということである。子どもらの興味を
追うよりも，むしろ積極的に興味を育ててやるようにす
れば，サマーヒルの方式i丸子どもたちの精神をいっそ
う重量かで力強いものにするのであろうと思われる。
第2の問題点は.サマーヒルは中流階級によって支え
られた私立学校だということである。設備等の貧弱さ，
生徒と教師のひんぱんな交代なども，ここに大きな原因
がある。これは厄介な問題である。歴史的に見れば，サ
マーヒル1;1:授業料を払うことのできる層に頼らざるを得
なかったことは確かである。しかし，教育の機会均等の
原則のことや，「すべての子どものためにサマーヒルを」
をモットーとする最近のフリー・スクール運動のことな
どを考えると，これは，真剣な検討を要する深刻な問題
である。そして，その検討カ勾~釆のサマーヒルの教育内
容等の再検討にまで発展すると思われるが.稿を改めて
論じたい。
付配
ニイルは.1973年9月23日正午，老衰のため.90年に
近い生涯を終えた。i!骸は. 9月27日の朝，イプスウィ
チで火務にふされた。「自分が死んでも墓も葬儀もいら
ない」という遺志にしたがって.2人の友人が5分ずつ
お別れのことばを述べただけの告別式であった。夫人は
じめ遺族はみな平服であった。
サマーヒルのかつての生徒など，参列した 100人あま
りの人身はみな，ニイル亡きあとの学閣の行末を心配し
たが，それから既に 1年あまり，イナ夫人が大きな体を
ゆすって元気に学閣をきりまわしている。教育当局も.
目下のところ全く干渉していない。
註
(1).サマーヒルは.1924年の暮れ， ドーセットのライム
・リージス (LymeRegis)で再スター卜したが，こ
のころのことを筆者がライム・リージスで取材した
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るようになった子で，サマーヒルへ来たとき，他の子
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Summary 
1. Introduction 
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どもたちと舘をすることはもちろん，同じ部屋で眠る
こともできず，冬でもうまやの干し草の中で寝た。と
ころが心理療法ではほとんど全く効果がなかったのに，
サマーヒルで暮らすうちに，彼i立次第にうちとけるよ
になり.入学1年後には.しゃべることは少ないが.
管といっしょに眠り， また，仲間に手伝ってもらって
風鉛を作ったり，兵隊ゲームをしたりするようになっ
た。さらに数ヶ月後には，筆者に会ったときでもニコ
ッと笑い rおはよう」と声をかけてきた。彼をサマー
ヒルヘ逮れてきた祖母1;:， rわたしたちの手ではどう
にもならなかったのに，たった1年とちょっとで，こ
の子がこんなに幸福になるなんて。」と喜んでいた。
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The aim of this study is to examine the successs and the problems of education at Summerhill 
School. This is pursued through observation of its liCe and follow-~ studies of its old pupils. 
2. Facilities， pupils and staff of Sununerhill School 
3. Life at Sumn時rhi1 School 
4. Positive results of education at Summerhill School 
The main success of Summerhil1 education is that it has produced those who have a positive attitude 
towards living and who live with the spirit of generousity， cooperativeness and self-respect. 
5. Some negati ve aspects of Summerhi 1 School 
It should be necessary and possible to improve the les鈎 nsto such a type as attracts the interest 
of pupils， although they are in a better learning situation than state school pupils. 
The other problem (and very difficult one to solve) is that Summerhill is an independent school 
supported by middle-class parents. This i s one of the main causes of the poor equipment and the frequent 
change of schoolmates and staff. Historically Summerhill could not have existed as any other type of 
school in order to maintain its ideas. However fee-paying independent school cannot be available for 
the majority of children， those from the working c1ass. 
6. Conclusion 
( 46 ) 
